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講演する
中崎鍋縫教授、

4

「
かつ
て
ソ
速
を

間山郁主婦

、伝議
し
て
い

た
中
国
は
最
近 、

件レ
ご
を
下
ろ
し
て二
階ヘ

ト亦っ
て
来
な
く
なっ
た」

｜｜中附
樹錐
氏

はこ

んな表
現
で
円

巾平和
友好
条
約
の
制
御

条
羽
につ
い
て 、
中
凶
の
対
ソ
泌
柑転

換を語

っ
た 。
中
国
研
究
の
第一
人
名
で 、
ま
た昨
年

秋
に
は口
ソ
同
市会
議
に

も出向守
る
さ
の

ソ
述
通
で
も
あ
り 、

際空史的
な流
れ
を
哲志
え

た
中
崎氏
の

藷は実
に
説
得
力
に
あ
ふ
れ
で
い

た 。
m
演
に
は
テ
l
マ
すり
感
じ
り
れ
る
襲
直

し
さ
は全
く
な
く 、
日
中ソ
三
閣
の
微
妙
な
外

交
関
係
を
鐙然
と

分析した

中崎氏の
諸
に
総

必者
は
じっ
と
耳
を
踊
け 、
今
後
の
日
中の
か

か
わ

りを真剣
に
自
問
し
て
い
た 。

加悩桜田同

は
次
の
通
り 。

E酪室調濁譲罰事

昭和60年f 1985初5月18日〈土駐日〉
宝山製鉄所の教訓

本
円
は
少
し
固
い
テ
l
マ
だ

が 、

授は中
闘
が今
後pyつ
い
う

方
向へ
た
どりつ
く
かを
与
え
て

も
り
え
れ

ば結柵だ 。

たも

のが依然未解決
な
い
しト

U中関

係は非常
に
探
く
なっ

分検討さ
れ
て
い
な
い
と
い
うこ

て
い
るが 、
と
く
に
飯

近は第三

宅’』 。
臼

巾友好
の
目
玉
商
品 、

次
中
国フ
ィ
lパ
！

と
いっ
て
よ

経済協力
のシ
ン
ボ
ル
ル｝さ
れ
た

い
状
視
だ。
第一
次
中
国
熱
は一

室
山
製鉄
所
は 、
今
日一
塊
の
鉄

九

き定初
頭
の
日
中
国
交
正
も
隼
管
て
い
な
い。
し
かも
第

常化
の
時
期 、
第二
次
は一
九
七
二
期
工
。
も
ま
だ
出
来
て
い
な

八
年二
月
の
臼
中
長
期
貿
易
取
り
い。
同
製鉄
所

が稼働
す
る
牛よ

決め
と、
その
年
度の
平和
友好
海
市
の

惜力は
と
つな
るの
かと

条
約を

焚械とL
て
い
た 。
八
O
い
う
問凶
も出て
く
る。

年代初聞
に
は
フ
ラ
ン
ト
の
キャ

し
かも 、

治ら
れ
る
の

は鋼管

ン
セ
ル
で

少レ冷却
し
た
が 、
緩
や
鋼材で
は
な
く
鉄
板 。
年
間一

近
の
ブ
！
ム
は中
国
国
内
の
経済
平
万
J
も
泊っ
て
ど
う
使
う
の

活性化政策と対外
開
放
政
策
に
か 。
中
国

が市社会
で
出
が
ど
ん

リ
ン
クし
て
い
る。

どん生訓附さ
れ

るなら
い
い
が 、

こ
こ
で
与
え
なけ
れ
ば
い
け
な
A
ほ
と
て
も
制定
で
き
な
い。
ぃ
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I 第26回中日懇話会 ｜ 

「ん

－一戸＿＿＿，
中嶋教授が揮ごう

「天下を治める著書は小
怨 えん）そ顧みず」

講演　日中関係　長期的視野で　中日懇話会　中日新聞-1985.05.01


